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本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴
史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、
研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここか
ら始まります。

京都服飾文化研究財団（KCI）とは

京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）
は、西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研
究する機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立さ
れました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000
点、文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、そ
の結果を国内外での展覧会（「モードのジャポニスム」展、「身体の夢」
展、「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展など）や、研究
誌（『DRESSTUDY』、『Fashion Talks...』）の発行を通じて公開しています。
Website　https://www.kci.or.jp/

ドレス・コード？―着る人たちのゲーム」展（2019年8月
9日－10月14日 京都国立近代美術館）©京都服飾文化
研究財団、福永一夫撮影
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本品は18世紀末の上流階級の男性が着用したウエストコート。本品は18世紀末の上流階級の男性が着用したウエストコート。

アイボリーの絹ファイユ製。前身頃には多色の絹撚糸によってアイボリーの絹ファイユ製。前身頃には多色の絹撚糸によって

葡萄の収穫を題材にした愛らしい刺繍が施されている。樽に葡萄の収穫を題材にした愛らしい刺繍が施されている。樽に

乗った奏者の音楽に合わせて楽しげに踊る人々、道端にしゃが乗った奏者の音楽に合わせて楽しげに踊る人々、道端にしゃが

みこんで作業をする女性。その隣では男がロバに曳かせた樽にみこんで作業をする女性。その隣では男がロバに曳かせた樽に

収穫したての葡萄を詰め込んでいる。実りの季節を謳歌する牧収穫したての葡萄を詰め込んでいる。実りの季節を謳歌する牧

歌的なデザインである。このような絵画的表現は18世紀末の歌的なデザインである。このような絵画的表現は18世紀末の

ウエストコートに度々みられ、前中心を開けたジャケットからウエストコートに度々みられ、前中心を開けたジャケットから

のぞく本品のような装飾がお洒落のポイントとなっていた。なのぞく本品のような装飾がお洒落のポイントとなっていた。な

お本品は後世に縫製が解かれ、後ろ身頃は欠損している。お本品は後世に縫製が解かれ、後ろ身頃は欠損している。

1790年代　フランス製1790年代　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵、成田舞撮影（表紙、上）京都服飾文化研究財団所蔵、成田舞撮影（表紙、上）

表 紙 の 収 蔵 品

ウエストコートウエストコート
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あ
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�
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面
白
い
も
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に
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で
す

面
白
い
も
の
に
な
ら
な
い
ん
で
す

乳鉢に入った和絵の具。5乳鉢に入った和絵の具。5
色を基本とし、銅やマンガ色を基本とし、銅やマンガ
ンを加え調合することで、ンを加え調合することで、
微妙な色合いを出すことが微妙な色合いを出すことが
できる。杉田さんの場合、できる。杉田さんの場合、
約15色を使い分けている。約15色を使い分けている。

18世紀末の上流階級の男性が着装したジャ18世紀末の上流階級の男性が着装したジャ

ケット、ウエストコート、パンツの三つ揃い。ケット、ウエストコート、パンツの三つ揃い。

フランスでアビ・ア・ラ・フランセーズと呼フランスでアビ・ア・ラ・フランセーズと呼

ばれた。いずれもストライプ柄の高価な絹織ばれた。いずれもストライプ柄の高価な絹織

物が使用されており、その上に花や麦の穂が物が使用されており、その上に花や麦の穂が

金糸やシークイン、ガラス製模造宝石で細か金糸やシークイン、ガラス製模造宝石で細か

く刺繍された贅沢な逸品。く刺繍された贅沢な逸品。

ローブ・ア・ラ・フランセーズとは、当時ローブ・ア・ラ・フランセーズとは、当時

のフランスで最も格式高い衣装形式の一つ。のフランスで最も格式高い衣装形式の一つ。

色とりどりの花束と花づな柄が織り出され色とりどりの花束と花づな柄が織り出され

た絹製の豪華な生地は、西欧で最高級のもた絹製の豪華な生地は、西欧で最高級のも

のを生産していたフランス・リヨン製のものを生産していたフランス・リヨン製のも

の。何種類もの絹糸を使い分けて緻密な柄の。何種類もの絹糸を使い分けて緻密な柄

が表現されている。が表現されている。

墨で直接下絵を描き、和絵の具で墨で直接下絵を描き、和絵の具で
彩色をほどこしていく。白っぽい彩色をほどこしていく。白っぽい
和絵の具は焼成後にビビッドな色和絵の具は焼成後にビビッドな色
合いに変化し、下絵の墨は消えて合いに変化し、下絵の墨は消えて
しまう。しまう。

1790年頃　フランス製1790年頃　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影

1770年代後半（素材1750〜60年代）　フランス製1770年代後半（素材1750〜60年代）　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影

杉田さんが選んだ収蔵品

スーツスーツ（アビ・ア・ラ・フランセーズ）（アビ・ア・ラ・フランセーズ） ドレスドレス（ローブ・ア・ラ・フランセーズ）（ローブ・ア・ラ・フランセーズ）
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京焼特有の円筒形電気釜京焼特有の円筒形電気釜
「「錦錦

きんがまきんがま

窯窯」。祖父の時代から」。祖父の時代から
使用し続けている。彩色使用し続けている。彩色
後に行う焼成は、京焼で後に行う焼成は、京焼で
は通常3回。杉田さんはは通常3回。杉田さんは
理想とする色味を出すた理想とする色味を出すた
めに、4回以上の焼成をめに、4回以上の焼成を
行うことも珍しくない。行うことも珍しくない。

京焼の特徴である金彩用京焼の特徴である金彩用
の金泥づくり。金粉をニの金泥づくり。金粉をニ
カワで溶いて使用する。カワで溶いて使用する。
溶きすぎると輝きを失う溶きすぎると輝きを失う
ため、手で感触を確かめため、手で感触を確かめ
ながら溶いていく。ながら溶いていく。

絵付けをほどこす杉田絵付けをほどこす杉田
さん。マット金の場合さん。マット金の場合
は猫の毛、和絵の具のは猫の毛、和絵の具の
場合はイタチなど、さ場合はイタチなど、さ
まざまな材質の陶器用まざまな材質の陶器用
筆を使い分けている。筆を使い分けている。

二度目の焼成後の状態。3回目の彩色までは同色を重ね、厚みをつける二度目の焼成後の状態。3回目の彩色までは同色を重ね、厚みをつける
「盛り上げ」という作業。4回目以降は色のグラデーションをほどこす作「盛り上げ」という作業。4回目以降は色のグラデーションをほどこす作
業となっていく。最後に金を差す「金焼き」をして完成する。業となっていく。最後に金を差す「金焼き」をして完成する。



11 10服をめぐる  1 4

ド
レ
ス
に
た
く
さ
ん
の
色
が
使
わ
れ
て
い

ド
レ
ス
に
た
く
さ
ん
の
色
が
使
わ
れ
て
い

る
の
を
見
る
だ
け
で
�
発
見
が
た
く
さ
ん

る
の
を
見
る
だ
け
で
�
発
見
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
�
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
り
ま
し
た
�
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

お
茶
碗
に
写
し
取
る
こ
と
が
楽
し
く
て
�
�

お
茶
碗
に
写
し
取
る
こ
と
が
楽
し
く
て
�
�

理
想
の
色
を
出
す
た
め
に

理
想
の
色
を
出
す
た
め
に
66
回
の
焼
成

回
の
焼
成

を
重
ね
ま
し
た
�
か
わ
い
ら
し
さ
い
っ
ぱ

を
重
ね
ま
し
た
�
か
わ
い
ら
し
さ
い
っ
ぱ

い
で
す
が
�
男
性
に
も
使
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
が
�
男
性
に
も
使
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
�

い
で
す
ね
�
︵
杉
田
︶

︵
杉
田
︶

こ
ち
ら
は

こ
ち
ら
は
77
回
の
焼
成
を
し
ま
し
た
�
男

回
の
焼
成
を
し
ま
し
た
�
男

性
服
だ
け
れ
ど
も
�
装
飾
の
一
つ
一
つ
が

性
服
だ
け
れ
ど
も
�
装
飾
の
一
つ
一
つ
が

か
わ
い
ら
し
く
て
�
衣
装
に
使
わ
れ
て
い

か
わ
い
ら
し
く
て
�
衣
装
に
使
わ
れ
て
い

る
シ
ー
ク
イ
ン
や
金
糸
�
ガ
ラ
ス
製
模
造

る
シ
ー
ク
イ
ン
や
金
糸
�
ガ
ラ
ス
製
模
造

宝
石
な
ど
を
�
お
茶
碗
に
描
き
分
け
て
い

宝
石
な
ど
を
�
お
茶
碗
に
描
き
分
け
て
い

く
中
で
�

く
中
で
�
1818
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
職
人
さ

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
職
人
さ

ん
と
時
空
を
超
え
た
対
話
を
し
て
い
る
よ

ん
と
時
空
を
超
え
た
対
話
を
し
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
�
︵
杉
田
︶

う
な
気
が
し
ま
し
た
�
︵
杉
田
︶

銘銘「
ロ
ー
ブ
・
ア
・
ラ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」

「
ロ
ー
ブ
・
ア
・
ラ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」

銘銘「
ア
ビ
・
ア
・
ラ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」

「
ア
ビ
・
ア
・
ラ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」

完 成完 成完 成完 成



13 12服をめぐる  1 4

19世紀の西欧ほど女性服のシル

エットが目まぐるしく変化した時

代はない。なかでも1870〜80年
代にかけて流行したスタイルはな

かなか奇妙で、バッスルという下

着を用いてスカートの後ろを大き

く膨らませた。バッスルの形は大

小さまざまあったが、さぞ動きの

邪魔になったことだろう。そして

本品のように下に長くなったもの

は椅子にすら座れないではないか。

しかし、提灯状に畳めるように設

計することで難なく問題をクリア

した。流行は簡単には手放せない。

（筒井）

珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫  —

そ
こ
は
ま
さ
に
「
驚
異
の
部
屋
」。

折りたたみ式バッスル折りたたみ式バッスル

素材：綿、鋼

原産地：西欧

製作年：1870-80年代

手のひらに収まるほどの小さなパイナップル。

ころんとしていて愛らしい。これは糸で編ま

れたバッグで、当時こうした小さいものは貴

婦人のお洒落アイテムのひとつだった。それ

にしてもなぜパイナップル？ この頃のファッ

ション・リーダーといえばナポレオンの妻、

ジョセフィーヌ・ド・ボアルネ。彼女がカリ

ブ海域のマルティニク島出身だったことから、

熱帯の異国情緒を感じさせるものがファッショ

ンに取り入れられ、流行していたのだった。と

くに南国にしかないフルーツは珍重された。そ

のモチーフをバッグに取り入れるにあたって、

発注主はこう言ったのかもしれない。「刺繍や

プリントじゃ物足りない！ そのままの形が欲

しいの！」（筒井）

パイナップル型バッグパイナップル型バッグ

素材：絹、ビーズ

原産地：イギリス

製作年：1800年代初頭

ドレスドレス

1803年頃　1803年頃　

京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵

小暮徹撮影小暮徹撮影
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静
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き––

日
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金
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日
本
の
金
糸

「
日
本
の
金
糸
刺
繍
は
豪
華
だ
け
ど
、
け
っ
し
て
華

美
す
ぎ
な
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。」
1
8
7
0
年

代
半
ば
に
制
作
さ
れ
た
ド
レ
ス
を
前
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
あ
る
美
術
館
の
学
芸
員
が
私
に
そ
う
語
っ
た
。
Ｋ
Ｃ
Ｉ

が
所
蔵
す
る
そ
の
ド
レ
ス
は
、
当
時
、
ロ
ン
ド
ン
の

タ
ー
ナ
ー
と
い
う
店
が
仕
立
て
た
も
の
だ
が
、
生
地
に

は
日
本
か
ら
西
欧
へ
渡
っ
た
き
も
の
を
解
い
た
も
の
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
白
い
綸
子
の
絹
地
に
施
さ
れ
た

華
や
か
な
菊
、
牡
丹
、
藤
、
団
扇
…
。
こ
れ
ら
を
形
成

す
る
材
料
は
、
色
と
り
ど
り
の
絹
糸
や
染
料
、
そ
し
て

金
糸
だ
。
東
洋
の
染
織
を
専
門
と
す
る
彼
女
に
よ
る

と
、
日
本
の
金
糸
は
他
の
地
域
に
は
な
い
繊
細
な
輝
き

が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
た
し
か
に
世
界
各
地
の
金
糸
と

比
べ
る
と
、
同
じ
鉱
石
鉱
物
か
ら
出
来
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
の
そ
れ
に
は
色
味
や
輝
き
に
落
ち
着

き
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
こ
で
こ
の
謎
に
迫
る
べ
く
、
昔
な
が
ら
の
金
糸
の

製
法
を
受
け
継
ぐ
産
地
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

す
で
に
本
誌
前
号
の
﹇
前
編
﹈
で
は
製
造
工
程
の
前
半

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
工
程
が
あ
ま
り
に
も
複
雑
だ
っ

た
た
め
、
金
と
い
う
素
材
が
登
場
す
る
前
に
筆
を
お
く

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
﹇
後
編
﹈
で
は
前
回
の
内
容
を

簡
単
に
振
り
返
り
つ
つ
、
金
糸
完
成
ま
で
た
ど
り
着
き

た
い
。

今回の手がかりとなる収蔵品

 ドレス

1870年代半ば

ブランド：ターナー

レーベル：

MAKERS 151. SLOANE STREET LONDON
京都服飾文化研究財団所蔵

リチャード・ホートン撮影　

MISSES TURNER COURT DRESS　

（上） ドレスの部分。「駒縫（こまぬい）」とい

う金糸刺繍が施されている。生地に直接

刺し通せない太い糸を用いる場合、生地

の上に糸を置き、別の細い糸で綴じ付け

ていく技法／リチャード・ホートン撮影

（下） 京都の寺島保太良商店の繊細で柔らかな

金糸。世界各地に見られる金糸の多くは

合金を薄く延ばして撚ったもの、もしく

は延ばした合金を芯糸に巻き付けたもの

が多いが、日本の金糸には和紙と金箔を

使用する工程がある

バッスルという下着を用いてスカートの後ろを大きく膨らませた1870年代半ばの典型的なドレス。ドレスのシルエットの変化が

著しかった19世紀後半において、1870年代から80年代にかけて流行したのがバッスル・スタイルと呼ばれるこの形だった

14

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る

技
法
や
素
材
、来
歴
を
手
が
か
り
に
、

各
地
を
訪
れ
ま
す
。

京
都 

金
糸

﹇
後
編
﹈
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箔
押
し

箔
押
し––

輝
き
を
ま
と
う
和
紙

輝
き
を
ま
と
う
和
紙

先
の
工
場
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
大
石
さ
ん
の
自

宅
兼
工
房
が
あ
る
。
大
石
さ
ん
は
こ
こ
で
50
年
近
く
も
「
箔
押

し
」
に
従
事
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。「
う
ち
が
オ
ー
ダ
ー
す
る

1
2
5
メ
ー
ト
ル
の
和
紙
で
す
と
、
11
・
5
㎝
四
方
の
金
箔
を

5
8
0
0
枚
貼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
と
寺
島
さ
ん
。
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
枚
数
だ
。
お
も
む
ろ
に
大
石
さ
ん
の
手
が
動
き

始
め
た
。
ま
ず
接
着
剤
と
し
て
の
漆
を
薄
く
す
り
込
ん
だ
後
、
フ

ワ
フ
ワ
と
揺
れ
る
極
薄
の
金
箔
を
竹
ば
さ
み
で
つ
ま
み
あ
げ
、
迷

い
な
く
和
紙
の
う
え
に
置
い
て
い
く
。
縦
に
5
枚
。
補
助
線
が

な
い
の
に
測
っ
た
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
並
ん
で
い
る
。
時
折
、
微

風
や
ち
ょ
っ
と
し
た
揺
れ
で
金
箔
が
ク
シ
ャ
ッ
と
よ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
す
る
と
大
石
さ
ん
は
、
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
た
紙
の
上

で
ト
ン
ト
ン
と
軽
く
振
動
を
与
え
て
シ
ワ
の
な
い
平
ら
な
状
態

に
も
ど
す
。
ま
る
で
生
き
物
を
手
な
ず
け
る
か
の
よ
う
だ
。「
単

純
そ
う
な
仕
事
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
習
得
す
る
ま

で
に
五
年
以
上
は
か
か
り
ま
す
。
す
ぐ
に
シ
ワ
に
な
っ
て
し
ま

う
金
箔
を
扱
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
根
気
が
要
り
ま
す

よ
。」
こ
う
し
た
繊
細
な
作
業
は
1
2
5
メ
ー
ト
ル
分
を
終
え
る

ま
で
4
〜
5
日
間
続
く
と
い
う
。
酷
暑
の
時
期
も
無
風
の
な
か

寡
黙
に
箔
押
し
に
勤
し
む
大
石
さ
ん
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
こ

の
工
房
を
後
に
し
た
。

＊
前
編
は
こ
ち
ら
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　h
ttp

s://w
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b
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和
紙
と
漆

和
紙
と
漆––

金
糸
の
土
台

金
糸
の
土
台

2
0
1
9
年
5
月
、
金
糸
製
造
・
販
売
業
を
営
む
寺て
ら
し
ま
や
す
た
ろ
う

島
保
太
良

商
店
（
京
都
市
北
区
）
の
寺
島
大
悟
さ
ん
に
案
内
頂
き
、
最
初
に

訪
れ
た
の
は
京
都
府
南
部
、
城
陽
市
の
市
街
地
に
あ
る
工
場

だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
一
枚
の
長
く
茶
色
い
「
紙
」
が
生
み
だ
さ

れ
て
い
た
。「
幅
60
セ
ン
チ
、
長
さ
1
2
5
メ
ー
ト
ル
の
和
紙
に

漆
を
三
度
塗
り
重
ね
て
こ
の
工
程
は
完
成
で
す
。
次
の
工
程
で

金
箔
を
貼
る
た
め
の
台
紙
な
ん
で
す
よ
。」
職
人
の
服
部
さ
ん
が

そ
う
い
っ
て
、
硬
さ
を
調
節
し
た
漆
を
和
紙
に
塗
布
し
て
い
く

様
子
を
見
せ
て
く
れ
た
。
ま
ず
ロ
ー
ル
状
の
和
紙
を
機
械
に
セ
ッ

ト
す
る
。
そ
し
て
漆
を
均
等
に
塗
布
し
な
が
ら
一
定
の
速
度
で

は
き
出
さ
れ
て
く
る
和
紙
を
二
人
が
か
り
で
床
下
の
深
い
室む

ろ

に

波
状
に
垂
ら
し
て
い
く
。
粘
度
の
あ
る
漆
は
乾
か
す
の
に
丸
一

日
か
か
る
が
、
そ
の
際
は
僅
か
な
風
も
厳
禁
だ
。
表
面
が
一
点

で
も
ど
こ
か
に
く
っ
付
い
て
し
ま
う
と
、
そ
の
1
ロ
ー
ル
は
使

い
物
に
な
ら
な
い
ら
し
い
。「
金
箔
は
1
万
分
の
3
ミ
リ
で
す
か

ら
、
糸
に
す
る
た
め
に
は
こ
う
い
う
土
台
が
必
要
な
ん
で
す
け

ど
、
凹
凸
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
和
紙
の

表
面
を
ツ
ル
ッ
と
さ
せ
て
金
箔
を
な
じ
ま
せ
る
に
は
漆
が
最
適

な
ん
で
す
。」
素
地
に
こ
の
よ
う
な
秘
め
ら
れ
た
工
程
が
あ
っ
た

と
は
。
驚
き
と
興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
、
次
に
寺
島
さ
ん
に

連
れ
て
頂
い
た
の
は
い
よ
い
よ
金
が
登
場
す
る
現
場
だ
っ
た
。

 （上） 乾燥させるため室に吊るした漆塗布後の 125メートルの和紙

（右） 漆の硬さを調整し、機械に通した和紙に慎重に塗布する服部さん

大
石
さ
ん
が
扱
う
金
箔
は
98
％
前
後
が
純
金
�
柔
ら
か
い
純
金
に
強
度
を
も
た
せ
る
た
め

僅
か
に
純
銀
と
純
銅
が
添
加
さ
れ
て
い
る



和紙面 金箔面
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「
技
の
結
晶
」
を
未
来
へ

「
技
の
結
晶
」
を
未
来
へ

寺
島
さ
ん
の
お
店
で
製
品
に
な
っ
た
金
糸
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
太
さ
や
色
味
の
違
う
束
そ
れ
ぞ
れ
に
上
品
で
繊
細
な
輝
き

が
満
ち
て
い
る
。
手
に
取
る
と
し
っ
と
り
と
柔
ら
か
い
。
そ
れ

は
幾
つ
も
地
道
な
工
程
を
経
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
技
の
結
晶
」

だ
っ
た
の
だ
。「
扱
い
や
す
さ
や
色
味
の
豊
富
さ
を
求
め
て
、
わ

ざ
わ
ざ
海
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。」
と
寺

島
さ
ん
。
た
だ
国
内
需
要
に
つ
い
て
い
え
ば
、
き
も
の
産
業
の

落
ち
込
み
も
あ
り
、
減
少
傾
向
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
寺
島
さ
ん

は
「
金
糸
は
織
物
や
刺
繍
向
け
」
と
い
う
常
識
を
打
ち
破
り
、
新

た
な
商
品
開
発
へ
と
乗
り
出
し
た
。「
五
年
ほ
ど
前
か
ら
金
糸
の

束
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
を
作
り
始
め
た
ん
で
す
よ
。」
見

る
と
金
糸
の
素
材
が
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
た
現
代
的
な
ネ
ッ
ク

レ
ス
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
品
よ
く
輝
い
て
い
た
。

今
度
あ
の
学
芸
員
が
日
本
に
来
た
ら
、
こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
一
緒
に
見
に
来
よ
う
。
き
っ
と
上
品
な
金
糸
の
美
し
さ
に
感

嘆
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
古
く
か
ら
続
く
製
造
の
秘
密

を
語
っ
て
聞
か
せ
た
い
と
思
う
。

取
材
文
・
筒
井
直
子

撚
糸
撚
糸––

い
よ
い
よ
糸
の
形
へ

い
よ
い
よ
糸
の
形
へ

城
陽
市
は
西
に
木
津
川
、
東
に
丘
陵
地
が
あ
り
、
常
に
高
湿

度
で
あ
る
た
め
漆
を
扱
う
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
主
な
消
費
地
で
あ
る
京
都
西
陣
が
近
い
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
後
期
に
金
糸
製
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
漆
和
紙

の
製
造
、
箔
押
し
、
裁
断
、
撚
糸
に
い
た
る
金
糸
の
一
環
製
造

が
出
来
る
地
域
は
、
今
で
は
城
陽
市
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。
次

に
訪
れ
た
撚
糸
工
場
も
城
陽
市
の
産
業
を
支
え
る
重
要
な
製
造

所
の
ひ
と
つ
だ
。

近
鉄
京
都
線
の
富
野
荘
駅
に
ほ
ど
近
い
太
田
さ
ん
の
工
場
で

は
、
極
細
に
裁
断
し
た
金
箔
紙
を
芯
糸
に
巻
き
付
け
て
い
く
撚

り
工
程
を
行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
手
作
業
だ
っ
た
裁
断
や
撚
り

は
、
職
人
の
減
少
の
た
め
約
10
年
前
よ
り
ほ
と
ん
ど
機
械
が
担

う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
機
械
と
い
え
ど
も
人
が
操
る
に
は

至
難
の
業
で
あ
る
と
い
う
。
金
箔
面
が
常
に
外
側
に
な
る
よ
う

芯
糸
に
ム
ラ
な
く
撚
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
芯
糸
は

様
々
な
素
材
を
使
い
ま
す
。
細
い
金
糸
に
し
た
い
場
合
は
絹
糸

で
す
し
、
中
く
ら
い
は
レ
ー
ヨ
ン
、
太
い
も
の
は
綿
糸
を
使
う

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。」
芯
糸
の
種
類
に
よ
っ
て
も
撚
る
速
度
や

強
さ
も
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
金
箔
紙
が
撚
ら
れ
、
よ

う
や
く
金
糸
の
製
品
と
し
て
世
に
送
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
ま
だ

「
蒸
し
」「
ひ
の
し
（
乾
燥
）」「
検
査
」
等
の
工
程
が
待
っ
て
い

る
の
だ
。

（上） 和紙面が外側に出ないように

注意を払いながら撚糸の機械

を調整する太田さん

（右） 丸撚りによる金糸の図解。芯

糸に平箔を隙間なく包むよう

に撚っていく

（上） 寺島保太良商店がプロデュース

するアクセサリー「tabane」。
金糸の束がそのまま活かされて

いる

（左） 寺島保太良商店、代表取締役の

寺島さん。京都市北区にあるお

店の近くには、金閣寺や大徳寺

といった京都の名所がある

本金糸の主な製造工程

和
紙

漆
塗
り

箔
押
し

裁
断

木
管
巻
き

撚
り

か
せ
か
け

蒸
し

ひ
の
し

仕
上
げ

検
査

製
品

寺
島
保
太
良
商
店

〒
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今号は、1775年頃に製作されたドレス（ローブ・ア・ラ・
フランセーズ）の欠損部分を補充した事例をご紹介します。

このドレスは、ローブの前中心部分に見事な装飾が施され
ています。しかし、左身頃の装飾部分がネックラインの少し
下から30cm 近く欠損していました。前号で記した欠損部の
製作補充を行う二つの条件（欠損によって衣服の機能やデザ
インが著しく損われていること、現存している部分をもとに
欠損前の状態を推量できること）を満たしていたため、2009
年に京都国立近代美術館で開催した「ラグジュアリー：ファッ
ションの欲望」展に出展するにあたり、本品の欠損部を補充
することになりました。

まず、土台となる生地の製作からとりかかりました。オリ
ジナルの土台の生地は、2色の経糸によるストライプ柄のシ
ルクサテンに、浮いた緯糸で水玉が織り出されています。こ
れらの柄を KCI で製作できる染色と刺繍で表現することにな
りました。まず市販のシルクサテンをオリジナルと同じ色味
のストライプに染め上げました。その上に、浮いた緯糸で織
り出されていた水玉に似せて、水玉を刺繍していきました。

次にブレード（幅の狭い組紐のこと）の製作に取りかかり
ました。オリジナルのブレードはコード・糸・モールの3種
類でできていました。これらと近い素材が使われているブレー
ドを市販のものから探し出し、ほどいて必要な糸類を取り出
し、それぞれ染色しました。これでようやく素材の準備が整
いました。これらの材料で装飾を作り上げる工程は次回ご紹
介していきましょう。（次号につづく）（伊藤ゆか）

第 1 4 回

T O D A Y ' S  R E S T O R A T I O N  R O O M

今日の補修室

ただ今、ブレード（組紐）
を製作中です！

（左）試作段階の生地。ストライプに染めた後、
　　水玉を刺繍した。
（右）ストライプに染めるための型紙。

（上）ブレード製作に使
う糸は、オリジナルに色
を近付けるために何度
も染色を試した。

1775年頃　フランス製1775年頃　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵

広川泰士撮影広川泰士撮影

ドレスドレス

（ローブ・ア・ラ・フランセーズ）（ローブ・ア・ラ・フランセーズ）

拡大

さらに拡大

ストライプ染め

水玉柄の刺繍

製作補充した部分
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ファッション用語の手話をつくりました！

展覧会ワークショップ報告

ライダーズジャケットライダーズジャケット

トレンチコートトレンチコート

今 

夏
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
し

た
「
ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
？
」
展
で
は
会

期
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
手
話
と
ア
ー
ト 

そ
れ
っ
て
ど
ん
な
服
？
～

sign language dress up

～
」
で
は
展
覧
会

出
展
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
ラ
イ
ダ
ー
ズ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
」
と
「
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
」
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
語
を
表
す
手
話
を
制
作
し
ま
し
た
。

日　日　
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後
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館
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都
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近
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術
館
11
階
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堂

階
講
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参参    
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者者  

聞
こ
え
な
い
人
�
聞
こ
え
る
人
�
計

聞
こ
え
な
い
人
�
聞
こ
え
る
人
�
計
1919
名名

企
画
協
力

企
画
協
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N
P
O

N
P
O
法
人
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

法
人
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
﹁
美
術
と
手
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

　
　
　
　
　
﹁
美
術
と
手
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

参加者は聞こえない人が10名、聞こえる人が9名。
「ライダーズジャケット」と「トレンチコート」の
2グループにまんべんなく分かれて制作開始！

書き出したキーワードのなかから最終的に必要と思
うものを皆で選び、その特徴を手話の「ふり」にし
ていきます。

実際のアイテムを触ったり着たりしてイメージを膨
らませ、さらにキーワードを書き出しました。着心
地や見た目のイメージ、細部の装飾に関する言葉も
数多く出ました。

各アイテムの写真をみながら、各自が抱くイメージを
キーワードで書き出しました。「ライダーズジャケット」
は「不良」「男っぽい」「硬い」など、「トレンチコート」
は「探偵」「就活」「かっちりしている」など…。

2時間かけて手話が完成！それぞれのグループが手
話を発表し、意見交換をしました。

人差し指と中指をたて、首元で手
のひら側を外にクルッとひっくり
返します。

グーにした右手で、胸の前で左か
ら右へ円を描きます。

ウエストの左前でグーをつくり、
両手を小さく回します。

両手をウエストの中央で強く握り
ます。

両手のグーを「ハ」の字に下げま
す。

右手をウエスト部分から胸元まで
引き上げます。 「ドレス・コード？」展会場で、各アイテムのディ

テールやバリエーションを鑑賞しました。皆さん、
ファッション・デザイナーが生み出す面白い発想に
興味津々。

1

3

6

2

4

5

完成した手話

① 衿を立てる動作

① �ジャケットを勢いよく
　 羽織る動作

② ベルトを結わえる動作

② ジャケットを身体に
　 ぴったり添わせる動作

③ ベルトの端を下にひく動作

③ ファスナーをしめる動作

﹁
手
話
と
ア
ー
ト

﹁
手
話
と
ア
ー
ト  

そ
れ
っ
て
ど
ん
な
服
？

そ
れ
っ
て
ど
ん
な
服
？

　　

~sign language dress up~
~sign language dress up~

﹂﹂



2019年はKC Iにとって大型展覧会の開催年でした。2019年はKC Iにとって大型展覧会の開催年でした。

ニューアーク美術館を皮切りに、サンフランシスニューアーク美術館を皮切りに、サンフランシス

コ、シンシナティの米国三都市を巡回した「Kimono コ、シンシナティの米国三都市を巡回した「Kimono 

Refashioned」展。そして夏に京都国立近代美術館でRefashioned」展。そして夏に京都国立近代美術館で

幕を開けた「ドレス・コード？」展は、今冬、熊本市現幕を開けた「ドレス・コード？」展は、今冬、熊本市現

代美術館へ巡回します。国内外の多くの皆さまにKCI代美術館へ巡回します。国内外の多くの皆さまにKCI

の収蔵品をご覧頂けることが私たちの大きな喜びであの収蔵品をご覧頂けることが私たちの大きな喜びであ

り、活動の糧となっています。2020年もどうぞご期待り、活動の糧となっています。2020年もどうぞご期待

ください！ください！
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編集後記編集後記服をめぐる服をめぐる

展覧会開催

KC I収蔵品を中心に、アートや映画、マンガなどに表現されたファッショKC I収蔵品を中心に、アートや映画、マンガなどに表現されたファッショ

ンを視野に入れながら、現代社会における＜ドレス・コード＞とわたしたンを視野に入れながら、現代社会における＜ドレス・コード＞とわたした

ちの装いを見つめ直す「ドレス・コード？— 着る人たちのゲーム」展。ちの装いを見つめ直す「ドレス・コード？— 着る人たちのゲーム」展。

今年今年88月から月から1010月にかけて京都国立近代美術館で開催し、好評を博した同月にかけて京都国立近代美術館で開催し、好評を博した同

展が、この冬、熊本市現代美術館へ。どうぞご期待ください。展が、この冬、熊本市現代美術館へ。どうぞご期待ください。

「ドレス・コード？— 着る人たちのゲーム」展「ドレス・コード？— 着る人たちのゲーム」展
熊本に巡回熊本に巡回

「ドレス・コード？ — 着る人たちのゲーム」展　京都展　会場風景（©京都服飾文化研究財団　福永一夫撮影）「ドレス・コード？ — 着る人たちのゲーム」展　京都展　会場風景（©京都服飾文化研究財団　福永一夫撮影）

「ドレス・コード？ — 着る人たちのゲーム」展
会場　熊本市現代美術館　
会期　2019年12月8日（日）〜 2020年 2月23日（日）
※詳細は展覧会特設サイトをご覧ください。ht tps://www.kci.or.jp/dc/


